
I N F O R M A T I O N・ 伝言板

助成金情報 全な心を育てる交流ボランティア活動
助成額　1件上限10万円（特に内容が優れて
いる場合は20万円限度で助成）

締切り　平成26年5月30日（金）必着
●問●申公益財団法人 大同生命厚生事業団 事務局
　TEL06-6447-7101
URL　http://www.daido-life-welfare.or.jp/
 
公益財団法人みずほ教育福祉財団
配食用小型電気自動車寄贈事業
対象　原則週1回以上の配食活動を行ってい
るボランティアグループなど　※社会福祉
協議会または全国老人給食協力会の推薦
が必要

助成額　1台上限100万円（11台分を予定）
締切り　平成26年6月13日（金）消印有効
●問●申公益財団法人みずほ教育福祉財団
TEL03-3596-4532

URL　http://www.mizuho-ewf.or.jp/

ひょうごユニバーサル社会づくり賞
対象　ユニバーサル社会づくりの見本となる
率先した活動を行っており、県内に在住ま
たは活動の拠点を置く個人、団体、企業

締切り　平成26年5月30日（金）
●問●申兵庫県健康福祉部障害福祉局障害者支援課 
TEL078-362-4379

URL　http://web.pref.hyogo.lg.jp/
kf10/universal/shakaidukuri.html

平成26年度福祉の就職総合フェア
福祉の就職説明会（予定）
平成26年度は下記の日程により開催します。
①第1回福祉の就職総合フェア in HYOGO
平成26年7月6日（日）
（神戸国際展示場 3号館）
②福祉の就職説明会AUTUMN in HYOGO
【尼崎会場】平成26年10月23日（木）
（尼崎市総合文化センター）
【明石会場】平成26年10月31日（金）
（明石市立産業交流センター）
【姫路会場】平成26年11月9日（日）
（姫路商工会議所）
③第2回福祉の就職総合フェア in HYOGO
平成27年3月4日（水）
（神戸サンボーホール）
●問兵庫県福祉人材センター
 TEL078-271-3881

URL　http://www.hyogo-wel.or.jp/

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細
は、それぞれの問い合わせ先にご確認ください。

被災地交流励ましボランティア活動
助成事業
東日本大震災の被災者を励まし交流するボラン
ティア活動に要する経費の一部を助成します。
対象　県内の地縁団体、市区町社会福祉協議
会等の公共的団体および県内を活動エリアと
するNPO、ボランティアグループ等

申請条件　被災地で行うボランティア活動で、
参加者が10人以上などの条件を満たすこと

助成対象経費　バス等借上料
助成額　1日1台あたり5万円（定額）、上限20万円
締切り　1期：平成26年7月31日（木）
●問●申ひょうごボランタリープラザ
TEL078-360-8845

URL　 https://www.hyogo-vplaza.jp/

兵庫県共同募金会 社会福祉関係団体・
ボランティア団体・NPO支援事業
対象　県内に所在し、社会福祉事業、更生保護
事業を行う団体、または県域・複数市区町域
で活動を行うボランティア団体・特定非営利
活動法人で1年以上の継続的、組織的活動実
績があること

助成額　1団体上限30万円（総額500万円）
締切り　平成26年5月16日（金）消印有効
●問●申社会福祉法人 兵庫県共同募金会
TEL078-242-4624

URL　http://www.akaihane-hyogo.or.jp/

第37回「24時間テレビ」福祉車両寄贈
内容・対象　①リフト付きバス・スロープ付き軽
自動車・福祉サポート車：社会福祉法人、社会
福祉協議会、NPO法人、社団法人・財団法人、
ボランティア団体など（営利を目的とする企業・
団体は申込不可）②訪問入浴車：上記団体で
介護保険制度の入浴事業認定団体③電動
車いす：上記団体ならびに個人

締切り　平成26年5月20日（火）必着
●問●申日本テレビ「24時間テレビ」福祉車両係　
TEL06-6947-2844

URL　http://www.24hourtv.or.jp/

地域保健福祉研究助成 サラリーマン
（ウーマン）ボランティア活動助成
対象　社会福祉の推進に役立つボランティア
活動を行っている、または行おうとするサラ
リーマン（ウーマン）の個人もしくはグループ
対象活動　高齢者福祉・障害者福祉に関する
ボランティア活動、こども（高校生まで）の健
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行事予定
新任リーダー研修Ａコース◆県社
会福祉研修所
兵庫県経営協第３４回総会・記念
講演会◆ＡＮＡクラウンプラザホ
テル神戸
社協新任局長・職員研修◆県福
祉センター
介護支援専門員実務研修（後期）
◆県社会福祉研修所
兵庫県宅老所・グループホーム・
グループハウス連絡会 総会
◆県福祉センター
新任リーダー研修Ｂコース◆県
社会福祉研修所
老人福祉施設新任職員研修Ａコ
ース◆県社会福祉研修所
県社協 第２３４回理事会・第１８０
回評議員会◆県福祉センター
障害福祉施設新任職員研修Ａコ
ース◆県社会福祉研修所
介護支援専門員専門研修課程Ⅰ・
更新研修Ａ（前期）◆県社会福祉
研修所ほか
児童福祉施設新任職員研修◆県
社会福祉研修所
老人福祉施設新任職員研修Ｂコ
ース◆県社会福祉研修所
保育所新任保育士研修Ａコース
◆県社会福祉研修所
兵庫県地域包括・在宅介護支援
センター協議会 総会◆県福祉
センター
老人福祉施設新任職員研修Ｃコ
ース◆県社会福祉研修所
障害福祉施設新任職員研修Ｂコ
ース◆県社会福祉研修所
社会福祉援助基礎研修Ａコース
◆県社会福祉研修所
近畿乳児福祉協議会兵庫大会
◆シーサイドホテル舞子ビラ神戸
保育所新任保育士研修Ｂコース
◆県社会福祉研修所

県社協役職員異動
平成26年5月1日付
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認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会平成26年5月1日発行（毎月1回1日発行 定価150円）　昭和27年4月7日 第3種郵便物承認　発行人：武田政義　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会

天野商事株式会社
●天野チェーン発売元

●アマノドラッグチェーン他 

● 医薬用・食品・工業用酵素剤の製造販売

〒541-0059
大阪市中央区博労町2-6-7池田ビル9F
TEL（06）6251-0990

天野エンザイム株式会社

株式会社アマノ株式会社
あまの創健
●医薬品・計量器具・健康増進器材の販売
●栄養・運動等のコンサル業務
●健康管理事業の企画、実施
●工業薬品・脱臭剤の販売

AMANO GROUP

募　集募　集

研修・イベント

健康管理・健康管理用品・環境衛生

地域福祉部権利擁護センター 主任　戸田 美絵

この機関紙は赤い羽根
共同募金配分金により
発行しています。

この機関紙は赤い羽根
共同募金配分金により
発行しています。 相生市

特集
制度の谷間にある人々への支援を考える
ー「総合相談・生活支援の手引き」の内容からー
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女性のみの
巡回型健診

家庭用常備
薬品等の斡旋

リポート

メーション

「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ！全県キャンペーン

みんなでつくるひょうごの福祉

仲間・地域のつながりから笑顔の子育てを
～ふたご交流会「ツインラビット」
の活動から～
まちとつながる・住民とつながる！ 企業・NPOの地域づくりリポート

食を守る、食を育む、食を楽しむ
もっと楽しい「食育活動」へ
―（株）関西スーパーマーケット―
地域を駆ける！ ワーカー物語

誰もが暮らし続けたいと思える
居場所づくりを！
南あわじ市社会福祉協議会
平見 明子さん
ひょうごの福祉NOW

みんなの広場

インフォメーション

5月5～11日は
「児童福祉週間」だよ！
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範
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る
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た
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す
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援
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あ
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た
な
支
援
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制
を
構
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す
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が
あ
る
。

　
具
体
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に
は
、高
齢・障
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象
別
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支
援
で
は
な
く
、生
活
の

し
づ
ら
さ（
生
活
障
害
）全
般
に
対
応
す

る
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あ
る
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す
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で
あ
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な
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題
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き
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思
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な
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ら
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談
を
受
け
て
い
る
。相
談
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受

け
て
も
支
援
が
結
び
つ
か
な
い
場
合
、深

刻
に
な
っ
て
問
題
が
舞
い
戻
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
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れ
ら
の
問
題
は
、単
身
世
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の
増
加
や
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用
環
境
の
変
化
、個
人

の
価
値
観
の
変
化
、家
族・地
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の
互
助

SPECIAL EDITION

　「支援が必要であっても制度やサービスにつながらない」「制度の谷
間で支援の手が届かない」・・・“無縁社会”が社会的な問題となり、社会
保障や福祉制度の改革が進められている中で、こうした問題が福祉関
係者だけでなく、広く地域の活動者の中でも認識されはじめている。
　漏れなく・切れ目なく支援ができる体制を市町域でどのようにつ
くればいいのか。今回の特集では、本会がこのたび発行した「総合相
談・生活支援の手引き」に基づき、このような仕組みづくりに向けて
各地で実践されている取り組みの事例などを紹介する。

住民自身による生活支援活動の例（三田市）

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、仕
組
み
が
あ
れ

ば
総
合
相
談・生
活
支
援
が
完
成
す
る
わ
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で
は
な
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。仕
組
み
を
行
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整
備
し
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営
は
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協
や
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会
福
祉
法
人
施

設
等
の
民
間
団
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事
者・住
民
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ボ
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ー
団
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ど
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行
政
と
協

働
で
担
う
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求
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れ
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に
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く
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握
る
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
実
質
的
に
担

う
の
は
、全
て
の
社
会
福
祉
専
門
職
に
そ

の
役
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れ
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が
領

域
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超
え
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協
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あ
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る
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だ
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し
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と
な
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が
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で
あ
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と
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っ
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小
地
域
福
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活
動
や

SPECIAL EDITION  特集

協働とネットワークでつくる！
「総合相談・生活支援の手引き」
　「総合相談・生活支援」の組み立て方を1冊にまとめました。
チェックリストと8つの実践事例を掲載しています。

【問い合わせ】
兵庫県社会福祉協議会 地域福祉部　☎078-242-4634
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困
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社
会
福
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の
分
野
別
施
策
の
多
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で
、

「
総
合
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談
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掲
げ
ら
れ
て
い
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。し
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し
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こ
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総
合
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総

合
相
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セ
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ー
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別
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す
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と
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は
な
い
。

　
総
合
相
談・生
活
支
援
と
は
、ニ
ー
ズ

を
漏
ら
さ
ず
、切
れ
目
の
な
い
支
援
が
で

き
る
体
制
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つ
く
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こ
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つ
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関
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う
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働
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ッ
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る
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ま
た
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を
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け
て
も
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決
の
た

め
の「
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」が
な
け
れ
ば
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援
に
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つ
な
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ら
な
い
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で
の
つ
な
が
り
は
、本

人
が
主
体
的
に
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き
る
上
で
一
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大
き
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あ
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、問
題
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れ
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う
一
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の
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、問
題
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あ
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え
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族
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友
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加
の
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ッ
ト
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あ
る
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に
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れ
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■図表1 身近によくあるこんなケース
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援

す
る
仕
組
み
を
構
想
し
た
。こ
の
仕
組
み

は
、市
の
地
域
福
祉
計
画
で
も
協
議
さ
れ
、

図
表
の
よ
う
な
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ポ
イ
ン
ト
は
、ニ
ー
ズ

把
握（
入
口
）か
ら
解
決
の
た
め
の
施
策
化

（
出
口
）ま
で
が
行
政
の
仕
組
み
に
位
置
付

け
ら
れ
た
点
と
、地
域
で
支
え
合
い
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
築
く
た
め
の
住
民
の
自
主
運

営
に
よ
る
会
議
が
基
盤
に
な
っ
て
い
る
点

で
あ
る
。地
域
に
、専
門
職
が
出
向
き
、住

民
が
対
応
で
き
な
い
課
題
を
吸
い
上
げ

て
、市
の
会
議
に
持
ち
込
む
ル
ー
ト
が
確

保
さ
れ
た
。

　
宝
塚
市
で
は
、市
と
社
協
が
共
同
で「
地

域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
構
想
し
て
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
ず
、市
社
協
が
平
成
23
年
度
か
ら
の

「
第
5
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
」で
、自
治

会
域
な
ど
住
民
に
一
番
身
近
な
エ
リ
ア
、

次
に
小
学
校
区
、さ
ら
に
7
圏
域
の
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
、最
後
が
全
市

域
、こ
の
4
層
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
福
祉
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、そ
れ
ら
を
連
結

総合相談・生活支援体制づくり
3つのポイント 制度の谷間にある

人々への支援を考える
－「総合相談・生活支援の手引き」
　の内容から－

こ
と
も
大
切
だ
。い
ず
れ
に
し
て
も
、既

存
の
サ
ー
ビ
ス
に
あ
て
は
め
て
支
援
す

る
発
想
で
は
な
く
、一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
、い
わ
ば〝
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
〞

に
支
援
す
る
こ
と
が
総
合
相
談・生
活
支

援
に
不
可
欠
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
、総
合
相
談・生
活
支
援
に

欠
か
せ
な
い
の
が
、現
場
の
相
談
支
援
者

へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
で
あ
る
。支
援
者

は
、受
け
る
相
談
に
対
し
て
何
と
か
し
た

い
と
思
い
つ
つ
も
、「
解
決
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
や
資
源
が
な
い
」「
連
携
し
て
支
援
で

き
る
仕
組
み
が
な
い
」と
い
う
壁
を
前
に

十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
場
合
も
多
い
。

こ
の
問
題
に
手
を
打
た
な
い
と
、相
談
支

援
者
の
人
員
を
増
や
し
た
と
こ
ろ
で
根

本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。総
合
相

談・生
活
支
援
は
、相
談
支
援
者
が
気
付

い
た
課
題
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、一
歩
踏

み
出
す
た
め
の
支
援
体
制
と
し
て
組
み

立
て
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　
総
合
相
談・生
活
支
援
は
、図
表
の
3

つ
の
仕
組
み
で
構
成
さ
れ
る
。

　
次
に
、こ
れ
ら
の
仕
組
み
づ
く
り
を
通

し
て
総
合
相
談
・
生
活
支
援
の
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
む
県
内
の
自
治
体
・
社

協
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　総合相談・生活支援体制づくりとは、地域自立生活を目指し、
官民協働のネットワークにより住民のニーズを確実に受け止
め、切れ目のない支援につなげる仕組み全体を指す。

対応できる制度がない！　制度の谷間
学校を卒業してから20数年、自宅に閉じこ
もっている男性

一機関だけで支援できない！　複合問題
母親の養育力が低く、子どもも不登校気味
になっている母子家庭

ポイント①　支援ネットワークを多層的につくる
ポイント②　「入口」と「出口」をつくる
ポイント③　相談支援者のバックアップ体制をつくる

■図表2 総合相談・生活支援を構成する3つの仕組み

■図表3 西宮市における権利擁護支援の仕組み

■図表5 宝塚市のセーフティネットシステム

権利擁護支援の
仕組み

A

C
庁内・組織内連携の

仕組み
地域福祉ネットワークの

仕組み

B

当
事
者
組
織
化
支
援
な
ど
を
通
し
て
、地

域
で〝
Ｓ
Ｏ
Ｓ
〞を
発
見
で
き
る
仕
組
み

を
つ
く
っ
た
り
、福
祉
課
題
を
地
域
の
生

活
課
題
と
し
て「
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
な
げ

た
り
す
る
動
き
が
、総
合
相
談・生
活
支

援
体
制
を
動
か
す
基
盤
と
な
る
。

政
内
で
横
断
的
対
応
を
可
能
に
す
る
た
め

に
、庁
内
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。平
成
24
年
度
か
ら
市
役
所
内

に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
を
設
け
、各
課

の
福
祉
連
携
担
当
者
が
配
置
さ
れ
た
。

　
こ
の
他
、「
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
」と

「
権
利
擁
護
支
援
シ
ス
テ
ム
推
進
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
、仕
組
み
全
体
の
評
価
や
社

会
資
源
の
開
発
が
検
討
で
き
る
場
が
つ
く

ら
れ
て
い
る
。

　
篠
山
市
で
は
、庁
内
横
断
で
ニ
ー
ズ
を

漏
ら
さ
ず
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
と
し

て
、平
成
23
年
か
ら「
ふ
く
し
総
合
相
談
窓

口
」を
設
置
し
て
い
る
。「
ふ
く
し
総
合
相

談
窓
口
」の
職
員
は
3
人
で
、市
が
運
営
す

る
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

を
兼
ね
て
い
る
。　

　
「
ふ
く
し
総
合
相
談
窓
口
」を
開
設
し
た

理
由
は
、特
に
複
合
的
な
問
題
を
抱
え
る

権
利
擁
護
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
対
応
で
庁
内

連
携
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。例
え

ば
、認
知
症
の
母
と
無
職
の
娘
、引
き
こ
も

り
の
孫
の
同
居
世
帯
の
場
合
、高
齢
福
祉

課
だ
け
で
な
く
母
子
支
援
、就
労
や
教
育

分
野
と
の
連
携
が
必
要
に
な
る
。所
管
課

が
重
な
り
連
携
が
必
要
な
場
合
、担
当
課

が
責
任
を
も
っ
て
支
援
で
き
る
よ
う
な
調

整
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
の
が
こ
の「
ふ

く
し
総
合
相
談
窓
口
」で
あ
る
。窓
口
が
で

き
た
こ
と
で
、収
税
課
や
住
宅
課
、水
道
部

局
な
ど
か
ら
も
担
当
者
が
気
に
な
る
ケ
ー

ス
の
相
談
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
ふ
く

し
総
合
相
談
窓
口
」を
担
当
す
る
松
本
ゆ

か
り
さ
ん
は
、「
庁
内
連
携
の
仕
組
み
は
、

『
支
援
者
の
支
援
』と
い
う
側
面
が
あ
り
ま

　
西
宮
市
で
は
、権
利
擁
護
の
仕
組
み
を

行
政
と
社
協
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
3
年
間
か
け
て

議
論
し
、平
成
23
年
度
よ
り「
高
齢
者・障

害
者
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、

「
セ
ン
タ
ー
」）を
設
置
。社
協
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

市
か
ら
受
託
し
て
協
働
で
運
営
し
て
い

る
。単
に
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
だ
け
で

な
く
、官
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
支
援
が
担

わ
れ
、仕
組
み
が
機
能
す
る
た
め
の
仕
掛

け
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。

　
ま
ず
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
し
て
は
、セ

ン
タ
ー
が
ケ
ー
ス
の
終
結
ま
で
全
面
的
に

関
わ
る
と
い
う
よ
り
、虐
待
等
の
専
門
的

支
援
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

既
存
の
相
談
支
援
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
担
う
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
支
援
が
図
ら
れ
る
よ
う
、平
成
25
年
度

か
ら
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
圏
域

に
合
わ
せ
て
障
害
者
基
幹
型
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
の
地
区
担
当
制
が
導
入

さ
れ
た
。

　
ま
た
、権
利
擁
護
の
仕
組
み
が
、地
域
福

祉
計
画
と
障
害・高
齢
の
分
野
別
計
画
に

位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
、官
民
協
働
の

支
援
体
制
が
明
確
に
な
っ
た
。さ
ら
に
、行

権
利
擁
護
支
援
の
仕
組
み

（
西
宮
市
）

事 

例

庁
内・組
織
内
連
携
の
仕
組
み

（
篠
山
市
）

事 

例

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み

（
宝
塚
市
）

事 

例

す
。担
当
者
が
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、チ
ー

ム
み
ん
な
で
関
わ
れ
る
こ
と
の
意
義
が
大

き
い
ん
で
す
」と
話
す
。

　

庁
内
で「
ふ
く
し
総
合
相
談
」を
核
に

チ
ー
ム
支
援
の
体
制
を
つ
く
っ
て
き
た
が
、

早
期
発
見
や
予
防
は
地
域
住
民
が
関
わ
ら

な
い
と
進
ま
な
い
。現
在
、市
社
協
と
連
携

し
、自
治
会
長
と
民
生
委
員
児
童
委
員
、福

祉
委
員
と
話
し
合
い
や
協
働
支
援
を
進
め

て
い
る
。

西宮市権利擁護支援システム推進委員会

支援ネットワークの構築

こども家庭センター

要
保
護
児
童
対
策
協
議
会

権利擁護委員会

東部地域支援センター 西部地域支援センター

支援専門員チーム

西宮市高齢者・障害者権利擁護支援センター運営委員会

障害者相談支援事務所
地域包括支援センター

居宅介護支援事業所・関係者

庁内トータルサポートシステム 西宮市高齢者・障害者権利擁護支援センター

市民・家族

■図表4 篠山市における「ふくし総合相談窓口」の仕組み

支援が必要な市民

協
働
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

つ
く
る
相
談・生
活
支
援

地域住民（生活者）地域の生活課題の現場

セーフティネット会議

事務局（社会福祉協議会・市いきがい福祉課）

地域を支援する場

宝塚市地域福祉
推進検討会

（市の課長級職員で構成）

地域の自主運営会議
地域ささえあい会議（自治会等）

校区ネットワーク会議（小学校区）

セーフティネット連絡会（各ブロック）

支援

社
協
地
区
セ
ン
タ
ー

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

支援・連携
各種行政機関・専門職

専門機関

相談 個別支援

連携・協力

連携・協力

支援・協働解決

セーフティネット
会議の内容の
報告、支援

生活課題の
事例の報告・提供

参加・提案・相談

●公的制度だけでは解決困難な生活課題を議論⇒認識を共有
●課題解決の方向性や解決方策を示す⇒ルールづくり
●関係団体等の連携促進のため連絡・調整⇒顔の見える関係づくり

●事例を課題に転換し、セーフティネット会議の議論を整理
●実務担当者が集まるワーキングチームを調整

●なぜ総合相談が必要なの？　●総合相談の“総合”って何？
●総合相談はどうやって組み立てるの？
●地域コーディネーターって何？

自治会連合会、民生委員・児童委員連合会、まちづくり協議会、市関
係部局、当事者団体、老人クラブ連合会、社会福祉協議会、事業者・
各種関係機関等、ボランティア等の市民団体、知識経験者（大学等） 支援ニーズの複合性などから、必

要な支援を迅速に行うために庁内
に権利擁護支援トータルサポート
チームを設置する。

支援の糸口が見つからない！　支援拒否
親族や近隣とのかかわり、介護サービスを
拒否する認知症の独居男性

Case1

Case2

Case3

丸抱え 丸投げ

必要な資源をつくる仕組み

チーム支援ができる仕組み
これからの支援

総合的な相談体制の確立 家庭児童相談室
トータルサポート係

ふくし総合相談窓口（地域福祉課内）

消費者センター

市役所内の各担当課

2014 May3 2014 May 22014 May5 2014 May 4



機
能
の
低
下
な
ど
を
受
け
、深
刻
か
つ

広
範
に
表
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
状
況

に
対
処
す
る
た
め
に
は
、従
来
の
支
援

の
あ
り
方
を
見
直
し
、新
た
な
支
援
体

制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、高
齢・障
害
な
ど
今
ま

で
の
対
象
別
の
支
援
で
は
な
く
、生
活
の

し
づ
ら
さ（
生
活
障
害
）全
般
に
対
応
す

る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。こ
う
し
た
ニ
ー

ズ
の
総
合
性
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、そ

の
人
の
生
活
に
合
わ
せ
た
ト
ー
タ
ル
な
支

援
体
制
が
重
要
で
あ
る
。さ
ら
に
、潜
在

化
し
や
す
い
問
題
も
で
き
る
だ
け
早
め
に

把
握
し
、対
応
す
る
予
防
の
観
点
も
必
要

で
あ
る
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、障
害
者
相

談
支
援
事
業
所
な
ど
の
専
門
機
関
の
相

談
支
援
ワ
ー
カ
ー
の
多
く
が
、「
対
応
で
き

る
制
度
が
な
い
」「
課
題
が
複
合
し
て
一
つ

の
機
関
だ
け
で
対
応
で
き
な
い
」と
思
い

な
が
ら
相
談
を
受
け
て
い
る
。相
談
を
受

け
て
も
支
援
が
結
び
つ
か
な
い
場
合
、深

刻
に
な
っ
て
問
題
が
舞
い
戻
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。こ
れ
ら
の
問
題
は
、単
身
世

帯
の
増
加
や
雇
用
環
境
の
変
化
、個
人

の
価
値
観
の
変
化
、家
族・地
域
の
互
助

SPECIAL EDITION

　「支援が必要であっても制度やサービスにつながらない」「制度の谷
間で支援の手が届かない」・・・“無縁社会”が社会的な問題となり、社会
保障や福祉制度の改革が進められている中で、こうした問題が福祉関
係者だけでなく、広く地域の活動者の中でも認識されはじめている。
　漏れなく・切れ目なく支援ができる体制を市町域でどのようにつ
くればいいのか。今回の特集では、本会がこのたび発行した「総合相
談・生活支援の手引き」に基づき、このような仕組みづくりに向けて
各地で実践されている取り組みの事例などを紹介する。

住民自身による生活支援活動の例（三田市）

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、仕
組
み
が
あ
れ

ば
総
合
相
談・生
活
支
援
が
完
成
す
る
わ

け
で
は
な
い
。仕
組
み
を
行
政
が
整
備
し

つ
つ
、運
営
は
社
協
や
社
会
福
祉
法
人
施

設
等
の
民
間
団
体
、当
事
者・住
民
団
体
、

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
団
体
な
ど
が
行
政
と
協

働
で
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。そ
し
て
、

仕
組
み
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、制
度
に

あ
て
は
め
る
の
で
は
な
く
一
人
一
人
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
る
と
い
う
支
援
理
念
と
、

「
な
い
資
源
は
つ
く
る
」と
い
う
開
発
性
の

発
揮
が
カ
ギ
を
握
る
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
実
質
的
に
担

う
の
は
、全
て
の
社
会
福
祉
専
門
職
に
そ

の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
が
、専
門
職
が
領

域
を
超
え
て
協
働
す
る
に
も
限
界
が
あ

る
。専
門
職
と
地
域
に
あ
る
資
源
を
つ
な

い
だ
り
、住
民
と
協
働
で
新
し
い
社
会
資

源
を
創
り
出
し
た
り
す
る
人
材
の
役
割

が
重
要
と
な
る
。

　
ま
た
、組
織
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
の
発
揮
が
期

待
さ
れ
て
い
る
の
が
社
協
で
あ
る
。住
民

が
主
体
と
な
っ
た
小
地
域
福
祉
活
動
や
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平
成
27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
を
は
じ
め
と
す
る

社
会
福
祉
の
分
野
別
施
策
の
多
く
で
、

「
総
合
相
談
」が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。し
か

し
、こ
こ
で
い
う「
総
合
相
談
」と
は
、「
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
窓
口
を
分
野

別
に
設
置
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

　
総
合
相
談・生
活
支
援
と
は
、ニ
ー
ズ

を
漏
ら
さ
ず
、切
れ
目
の
な
い
支
援
が
で

き
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
。最
大
の
ポ
イ

ン
ト
は
、一
つ
の
機
関
が
全
て
を
担
う
の

で
は
な
く
、協
働
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、行

政
や
専
門
機
関
、住
民
が
み
ん
な
で
ニ
ー

ズ
を
受
け
止
め
、支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と

で
あ
る
。こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、で
き
る

だ
け
本
人
を
中
心
と
し
て
多
層
的
に
つ

く
ら
な
け
れ
ば
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
は

な
ら
な
い
。特
に
、身
近
な
暮
ら
し
の
場

で
住
民
が
つ
く
る
支
え
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
こ
そ
、孤
立
を
防
ぎ
、問
題
の
早
期
発

見・早
期
対
応
に
も
つ
な
が
る
。

　
ま
た
、相
談
を
受
け
て
も
、解
決
の
た

め
の「
出
口
」が
な
け
れ
ば
支
援
に
は
つ
な

が
ら
な
い
。地
域
で
の
つ
な
が
り
は
、本

人
が
主
体
的
に
生
き
る
上
で
一
番
大
き

な「
出
口
」で
あ
り
、問
題
が
早
期
に
発
見

さ
れ
る「
入
口
」で
も
あ
る
。も
う
一
つ
の

「
出
口
」は
、問
題
解
決
に
必
要
な「
社
会

資
源
」に
つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
る
。社
会

資
源
と
い
う
と
、サ
ー
ビ
ス
を
イ
メ
ー
ジ

し
が
ち
で
あ
る
が
、そ
れ
だ
け
で
な
い
。

問
題
解
決
に
役
立
つ
も
の
全
て
、例
え
ば

家
族
や
友
人
、近
隣
住
民
、社
会
参
加
の

場
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、本
人
の
持
つ
力
も
大
切
な
社
会
資

源
で
あ
る
。こ
れ
ら
を
本
人
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
て
い
く

一
人
一
人
の
生
活
に

合
わ
せ
た
支
援

求
め
ら
れ
る
相
談・

生
活
支
援
の
あ
り
方

相
談・生
活
支
援
を
進
め
る

3
つ
の
仕
組
み

■図表1 身近によくあるこんなケース

個
別
支
援
　
　
　
　
　
地
域
支
援

す
る
仕
組
み
を
構
想
し
た
。こ
の
仕
組
み

は
、市
の
地
域
福
祉
計
画
で
も
協
議
さ
れ
、

図
表
の
よ
う
な
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ポ
イ
ン
ト
は
、ニ
ー
ズ

把
握（
入
口
）か
ら
解
決
の
た
め
の
施
策
化

（
出
口
）ま
で
が
行
政
の
仕
組
み
に
位
置
付

け
ら
れ
た
点
と
、地
域
で
支
え
合
い
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
築
く
た
め
の
住
民
の
自
主
運

営
に
よ
る
会
議
が
基
盤
に
な
っ
て
い
る
点

で
あ
る
。地
域
に
、専
門
職
が
出
向
き
、住

民
が
対
応
で
き
な
い
課
題
を
吸
い
上
げ

て
、市
の
会
議
に
持
ち
込
む
ル
ー
ト
が
確

保
さ
れ
た
。

　
宝
塚
市
で
は
、市
と
社
協
が
共
同
で「
地

域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
構
想
し
て
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
ず
、市
社
協
が
平
成
23
年
度
か
ら
の

「
第
5
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
」で
、自
治

会
域
な
ど
住
民
に
一
番
身
近
な
エ
リ
ア
、

次
に
小
学
校
区
、さ
ら
に
7
圏
域
の
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
、最
後
が
全
市

域
、こ
の
4
層
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
福
祉
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、そ
れ
ら
を
連
結

総合相談・生活支援体制づくり
3つのポイント 制度の谷間にある

人々への支援を考える
－「総合相談・生活支援の手引き」
　の内容から－

こ
と
も
大
切
だ
。い
ず
れ
に
し
て
も
、既

存
の
サ
ー
ビ
ス
に
あ
て
は
め
て
支
援
す

る
発
想
で
は
な
く
、一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
、い
わ
ば〝
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
〞

に
支
援
す
る
こ
と
が
総
合
相
談・生
活
支

援
に
不
可
欠
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
、総
合
相
談・生
活
支
援
に

欠
か
せ
な
い
の
が
、現
場
の
相
談
支
援
者

へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
で
あ
る
。支
援
者

は
、受
け
る
相
談
に
対
し
て
何
と
か
し
た

い
と
思
い
つ
つ
も
、「
解
決
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
や
資
源
が
な
い
」「
連
携
し
て
支
援
で

き
る
仕
組
み
が
な
い
」と
い
う
壁
を
前
に

十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
場
合
も
多
い
。

こ
の
問
題
に
手
を
打
た
な
い
と
、相
談
支

援
者
の
人
員
を
増
や
し
た
と
こ
ろ
で
根

本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。総
合
相

談・生
活
支
援
は
、相
談
支
援
者
が
気
付

い
た
課
題
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、一
歩
踏

み
出
す
た
め
の
支
援
体
制
と
し
て
組
み

立
て
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　
総
合
相
談・生
活
支
援
は
、図
表
の
3

つ
の
仕
組
み
で
構
成
さ
れ
る
。

　
次
に
、こ
れ
ら
の
仕
組
み
づ
く
り
を
通

し
て
総
合
相
談
・
生
活
支
援
の
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
む
県
内
の
自
治
体
・
社

協
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　総合相談・生活支援体制づくりとは、地域自立生活を目指し、
官民協働のネットワークにより住民のニーズを確実に受け止
め、切れ目のない支援につなげる仕組み全体を指す。

対応できる制度がない！　制度の谷間
学校を卒業してから20数年、自宅に閉じこ
もっている男性

一機関だけで支援できない！　複合問題
母親の養育力が低く、子どもも不登校気味
になっている母子家庭

ポイント①　支援ネットワークを多層的につくる
ポイント②　「入口」と「出口」をつくる
ポイント③　相談支援者のバックアップ体制をつくる

■図表2 総合相談・生活支援を構成する3つの仕組み

■図表3 西宮市における権利擁護支援の仕組み

■図表5 宝塚市のセーフティネットシステム

権利擁護支援の
仕組み

A

C
庁内・組織内連携の

仕組み
地域福祉ネットワークの

仕組み

B

当
事
者
組
織
化
支
援
な
ど
を
通
し
て
、地

域
で〝
Ｓ
Ｏ
Ｓ
〞を
発
見
で
き
る
仕
組
み

を
つ
く
っ
た
り
、福
祉
課
題
を
地
域
の
生

活
課
題
と
し
て「
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
な
げ

た
り
す
る
動
き
が
、総
合
相
談・生
活
支

援
体
制
を
動
か
す
基
盤
と
な
る
。

政
内
で
横
断
的
対
応
を
可
能
に
す
る
た
め

に
、庁
内
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。平
成
24
年
度
か
ら
市
役
所
内

に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
を
設
け
、各
課

の
福
祉
連
携
担
当
者
が
配
置
さ
れ
た
。

　
こ
の
他
、「
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
」と

「
権
利
擁
護
支
援
シ
ス
テ
ム
推
進
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
、仕
組
み
全
体
の
評
価
や
社

会
資
源
の
開
発
が
検
討
で
き
る
場
が
つ
く

ら
れ
て
い
る
。

　
篠
山
市
で
は
、庁
内
横
断
で
ニ
ー
ズ
を

漏
ら
さ
ず
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
と
し

て
、平
成
23
年
か
ら「
ふ
く
し
総
合
相
談
窓

口
」を
設
置
し
て
い
る
。「
ふ
く
し
総
合
相

談
窓
口
」の
職
員
は
3
人
で
、市
が
運
営
す

る
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

を
兼
ね
て
い
る
。　

　
「
ふ
く
し
総
合
相
談
窓
口
」を
開
設
し
た

理
由
は
、特
に
複
合
的
な
問
題
を
抱
え
る

権
利
擁
護
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
対
応
で
庁
内

連
携
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。例
え

ば
、認
知
症
の
母
と
無
職
の
娘
、引
き
こ
も

り
の
孫
の
同
居
世
帯
の
場
合
、高
齢
福
祉

課
だ
け
で
な
く
母
子
支
援
、就
労
や
教
育

分
野
と
の
連
携
が
必
要
に
な
る
。所
管
課

が
重
な
り
連
携
が
必
要
な
場
合
、担
当
課

が
責
任
を
も
っ
て
支
援
で
き
る
よ
う
な
調

整
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
の
が
こ
の「
ふ

く
し
総
合
相
談
窓
口
」で
あ
る
。窓
口
が
で

き
た
こ
と
で
、収
税
課
や
住
宅
課
、水
道
部

局
な
ど
か
ら
も
担
当
者
が
気
に
な
る
ケ
ー

ス
の
相
談
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
ふ
く

し
総
合
相
談
窓
口
」を
担
当
す
る
松
本
ゆ

か
り
さ
ん
は
、「
庁
内
連
携
の
仕
組
み
は
、

『
支
援
者
の
支
援
』と
い
う
側
面
が
あ
り
ま

　
西
宮
市
で
は
、権
利
擁
護
の
仕
組
み
を

行
政
と
社
協
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
3
年
間
か
け
て

議
論
し
、平
成
23
年
度
よ
り「
高
齢
者・障

害
者
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、

「
セ
ン
タ
ー
」）を
設
置
。社
協
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

市
か
ら
受
託
し
て
協
働
で
運
営
し
て
い

る
。単
に
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
だ
け
で

な
く
、官
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
支
援
が
担

わ
れ
、仕
組
み
が
機
能
す
る
た
め
の
仕
掛

け
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。

　
ま
ず
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
し
て
は
、セ

ン
タ
ー
が
ケ
ー
ス
の
終
結
ま
で
全
面
的
に

関
わ
る
と
い
う
よ
り
、虐
待
等
の
専
門
的

支
援
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

既
存
の
相
談
支
援
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
担
う
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
支
援
が
図
ら
れ
る
よ
う
、平
成
25
年
度

か
ら
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
圏
域

に
合
わ
せ
て
障
害
者
基
幹
型
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
の
地
区
担
当
制
が
導
入

さ
れ
た
。

　
ま
た
、権
利
擁
護
の
仕
組
み
が
、地
域
福

祉
計
画
と
障
害・高
齢
の
分
野
別
計
画
に

位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
、官
民
協
働
の

支
援
体
制
が
明
確
に
な
っ
た
。さ
ら
に
、行

権
利
擁
護
支
援
の
仕
組
み

（
西
宮
市
）

事 

例

庁
内・組
織
内
連
携
の
仕
組
み

（
篠
山
市
）

事 

例

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み

（
宝
塚
市
）

事 

例

す
。担
当
者
が
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、チ
ー

ム
み
ん
な
で
関
わ
れ
る
こ
と
の
意
義
が
大

き
い
ん
で
す
」と
話
す
。

　

庁
内
で「
ふ
く
し
総
合
相
談
」を
核
に

チ
ー
ム
支
援
の
体
制
を
つ
く
っ
て
き
た
が
、

早
期
発
見
や
予
防
は
地
域
住
民
が
関
わ
ら

な
い
と
進
ま
な
い
。現
在
、市
社
協
と
連
携

し
、自
治
会
長
と
民
生
委
員
児
童
委
員
、福

祉
委
員
と
話
し
合
い
や
協
働
支
援
を
進
め

て
い
る
。

西宮市権利擁護支援システム推進委員会

支援ネットワークの構築

こども家庭センター

要
保
護
児
童
対
策
協
議
会

権利擁護委員会

東部地域支援センター 西部地域支援センター

支援専門員チーム

西宮市高齢者・障害者権利擁護支援センター運営委員会

障害者相談支援事務所
地域包括支援センター

居宅介護支援事業所・関係者

庁内トータルサポートシステム 西宮市高齢者・障害者権利擁護支援センター

市民・家族

■図表4 篠山市における「ふくし総合相談窓口」の仕組み

支援が必要な市民

協
働
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

つ
く
る
相
談・生
活
支
援

地域住民（生活者）地域の生活課題の現場

セーフティネット会議

事務局（社会福祉協議会・市いきがい福祉課）

地域を支援する場

宝塚市地域福祉
推進検討会

（市の課長級職員で構成）

地域の自主運営会議
地域ささえあい会議（自治会等）

校区ネットワーク会議（小学校区）

セーフティネット連絡会（各ブロック）

支援

社
協
地
区
セ
ン
タ
ー

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

支援・連携
各種行政機関・専門職

専門機関

相談 個別支援

連携・協力

連携・協力

支援・協働解決

セーフティネット
会議の内容の
報告、支援

生活課題の
事例の報告・提供

参加・提案・相談

●公的制度だけでは解決困難な生活課題を議論⇒認識を共有
●課題解決の方向性や解決方策を示す⇒ルールづくり
●関係団体等の連携促進のため連絡・調整⇒顔の見える関係づくり

●事例を課題に転換し、セーフティネット会議の議論を整理
●実務担当者が集まるワーキングチームを調整

●なぜ総合相談が必要なの？　●総合相談の“総合”って何？
●総合相談はどうやって組み立てるの？
●地域コーディネーターって何？

自治会連合会、民生委員・児童委員連合会、まちづくり協議会、市関
係部局、当事者団体、老人クラブ連合会、社会福祉協議会、事業者・
各種関係機関等、ボランティア等の市民団体、知識経験者（大学等） 支援ニーズの複合性などから、必

要な支援を迅速に行うために庁内
に権利擁護支援トータルサポート
チームを設置する。

支援の糸口が見つからない！　支援拒否
親族や近隣とのかかわり、介護サービスを
拒否する認知症の独居男性

Case1

Case2

Case3

丸抱え 丸投げ

必要な資源をつくる仕組み

チーム支援ができる仕組み
これからの支援

総合的な相談体制の確立 家庭児童相談室
トータルサポート係

ふくし総合相談窓口（地域福祉課内）

消費者センター

市役所内の各担当課

2014 May3 2014 May 22014 May5 2014 May 4



地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

交
流
会
。主
に
0
歳
〜
就

学
前
ま
で
の
双
子
の
親
子

が
集
ま
る
。

　
「
全
然
余
裕
が
無
い
中
、

子
育
て
を
し
て
い
る
。双

子
の
着
替
え
、お
む
つ
交

換
、食
事
、入
浴
、洗
濯
、遊
び
相
手
、夜
泣

き
な
ど
で
毎
日
が
目
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
、

い
つ
落
ち
着
く
の
か
想
像
で
き
な
い
」「
双

子
を
連
れ
て
買
い
物
や
公
園
に
行
く
と
目

が
離
せ
な
い
。幼
児
に
な
っ
て
歩
き
出
す
と

本
当
に
大
変
」。こ
の
よ
う
な
母
親
の
声
に

対
し
、先
輩
の
母
親
が
自
身
の
経
験
と
工

夫
を
伝
え
る
こ
と
で
、前
向
き
な
気
持
ち

に
つ
な
が
る
と
い
う
。ま
た
、児
童
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
も
毎
回
出
席
し
て
お

り
、必
要
に
応
じ
て
個
別
相
談
も
可
能
だ
。

　
参
加
し
た
母
親
は
、「
年
上
の
双
子
の

成
長
を
見
て
、経
験
者
の
話
を
聞
く
こ
と

で
子
育
て
に
希
望
が
持
て
る
」「
こ
の
会
が

あ
る
か
ら
次
の
1
カ
月
間
が
ん
ば
れ
る
。

悩
み
を
聞
い
て
も
ら
い
、し
ん
ど
い
気
持

ち
が
リ
セ
ッ
ト
で
き
る
」と
に
こ
や
か
に

話
す
。そ
の
他
、双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
等

の
育
児
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
開
催
や
子
育
て
関
連
図
書
の
貸
し
出

　

地
域
の
つ
な
が
り
が
弱
ま
っ
て
い
る

今
日
、身
近
に
相
談
で
き
る
人
が
い
な

け
れ
ば
子
ど
も
一
人
を
産
み
育
て
る
の

も
不
安
が
あ
る
も
の
。ま
し
て
双
子
の

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
は
、想
像
以
上
に

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
や
す
い
。

　
「
ツ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ト
」は
、双
子
の
家
族・

妊
婦
が
集
っ
て
交
流
し
、支
え
合
う
セ
ル

フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
だ
。発
起
人
の
前
田

朋
美
さ
ん
は
上
の
子
が
1
歳
8
カ
月
の

時
に
双
子
を
出
産
。家
族
の
介
護
も
重
な

り
大
変
な
日
々
を
経
験
し
た
。双
子
が
7

カ
月
の
頃
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ

た
経
験
か
ら
、同
じ
思
い
を
し
て
い
る
親

を
支
援
し
よ
う
と
、平
成
18
年
8
月
に
こ

の
会
を
設
立
し
た
。現
在
、た
つ
の
市
内

と
近
隣
市
町
か
ら
親
子
約
25
組
の
登
録

が
あ
る
。活
動
の
メ
イ
ン
は
、月
1
回
の

し
、会
報「
ふ
た
ご
通
信
」（
月
1
回
）の
発

行
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　
代
表
の
金
谷
直
子
さ
ん
は
話
す
。「
情

報
交
換
を
す
る
中
で
、不
安
や
孤
立
感
、

負
担
感
が
少
し
ず
つ
軽
減
さ
れ
て
い
く
。

こ
こ
で
地
域
の
子
育
て
サ
ロ
ン
に
行
っ
て

み
よ
う
と
勇
気
を
も
ら
う
親
も
い
る
。仲

間
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
中
で
、『
ツ
イ
ン

ラ
ビ
ッ
ト
』が
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。

我
が
家
の
双
子
を
語
る
時
、多
く
の
方
が

『
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』と

い
う
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
」

　
仲
間
同
士
の
つ
な
が
り
か
ら
、地
域
の

つ
な
が
り
へ
。「
ツ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ト
」は
、笑

顔
の
種
を
提
供
し
な
が
ら
、双
子
の
子
育

て
を
後
押
し
し
て
い
る
。

つ
な
が
り
か
ら
始
ま
る
一
歩

子
育
て
の
悩
み
を
分
か
ち
合
う

みんなでつくる
ひょうごの福祉

　5月5日の「こどもの日」から1週間は「児童福祉週
間」。今年の標語は「そのいっぽ　みらいにつづく
ゆめのみち」だよ。地域のつながりの中で、家庭の子
育てと子どもの健やかな成長を支えることはとっても
大切だね。今回は、双子などの「多胎児」の子育てを
共に支え合っている「ツインラビット」を紹介するよ。

取材を終えて
　子育ての環境は家庭や地域によって
さまざまですが、子どもの健やかな成
長には孤立した状態での子育てを防ぐ
ことが大切です。仲間や地域とのつな
がりの力が、子育ての大きな支えにな
ることを改めて感じました。

「ストップ・ザ・無縁社
会」

広がれ！全県キャンペ
ーン

http://stop-mue
n.jp

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンに、あなたも参加してみませんか？
　少子高齢化やライフスタイル・意識の変化、長引く
不況などから、家族や地域、職場のつながりや支え合
いが薄れているといわれています。このような社会状
況は、「無縁社会」と呼ばれています。
　「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンは、県内
の福祉・経済・労働など分野の異なる18団体を幹事団

体として、「無縁社会」への警鐘を鳴らし、県民の皆さん
と共に課題を共有して一歩を踏み出すための取り組
みです。推進協議会が中心となり、213団体(5月1日
現在)の推進団体とともに、情報発信や地域フォーラ
ム（上記）などの事業を展開しています。あなたにでき
ることから、一歩を踏み出してみましょう！

災害時を想定した
地域のつながりづくり

　3月1日、佐用町では町内の民生・児童委員や協力委
員、福祉委員の他、地域住民も参加して、災害時を想
定した地域のつながりづくりを目指して、「地域福祉研
修会」を開催しました。
　町社協から町内の地域課題を報告した後、「災害時
にもいきる見守り活動」をテーマに、香美町の「福祉・
防災マップづくり」や淡路市の「助け合い活動」につい
て実践交流を行いました。佐用町でも、地域のつなが
りの希薄化が課題となっている中、災害時の要援護者
対策について学び、改めて日頃のつながりの大切さを
確認する場となりました。

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンの
最新情報や、支え合いのメッセージをお伝えします。

仲間・地域のつながりから
笑顔の子育てを
～ふたご交流会「ツインラビット」の活動から～

ツインラビット
（連絡先：たつの市社会福祉協議会）

　☎0791-63-5106

「お互いさま」が合言葉
　川西市では、3月4日に「お互いさまが合言葉、もっと
豊かなご近所暮らし」をテーマにした市民向けフォー
ラムを開催しました。
　第1部では、住民が設立したNPO法人や社協から成
年後見に関する取り組みを報告し、認め合い、支え合う
ことの大切さを確認しました。また、第2部では、「助け
られ上手であることの大切さ」をテーマに、住民流福
祉総合研究所の木原孝久さんから、地域住民が「助け
られ上手」であることの大切さを学びました。
　「助ける活動」と「助けられる活動」の両方の大切さ
や、困ったときに助けてと言える「受援力」の必要性を
住民同士が共有する機会となりました。

ＴＯＰＩＣＳ

講演を通じて、「お互いさま」の大切さを呼びかけました

双子の子育てを掲載した文集
を発行！

日頃の悩みや喜びを語り合う交流会

日頃からの支え合いの大切さを町民に発信！

キャンペーンに参加する3つの方法
キャンペーン推進団体として

参画同意書をご提出ください
※専用ホームページ（http://stop-muen.jp）に掲載

協賛イベントを行う 協賛金に協力する

事務局までお申し出ください
（県社協☎078-242-4633）

●キャンペーンの趣旨に賛同する団体で、
　特別な参加要件はありません（会費不要）。

●各団体で実施される研修会やイベントを、
　「協賛事業」として開催してください。

●このキャンペーンは、皆さまからの協賛
　金によって進められます。
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「
参
加
者
か
ら
、今
ま
で
何
気
な
く
食
べ
て
い
た
ご
は

ん
に
対
し
て
、『
い
た
だ
き
ま
す
』と
い
う
気
持
ち
が
変

わ
っ
た
と
い
う
は
が
き
を
い
た
だ
き
ま
す
。仕
入
れ
て

売
っ
て
い
る
私
た
ち
も
、現
地
に
行
っ
て
一
緒
に
体
験
す

る
こ
と
で
、も
の
の
考
え
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
」と
総

務
チ
ー
ム
の
間
秀
生
さ
ん
は
話
す
。普
段
、口
に
し
て
い

る
食
べ
物
が
、ど
う
や
っ
て
で
き
て
い
る
か
を
子
ど
も
た

ち
が
経
験
す
る
こ
と
が
、「
食
育
」に
つ
な
が
る
と
い
う
。

　
ま
た
、「
食
を
販
売
す
る
自
分
た
ち
に
は
下
手
な
も

の
は
販
売
で
き
な
い
」と
社
員
が
社
会
的
使
命
を
再
認

識
す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
同
社
が
取
り
組
ん
で
い
る
社
会
貢
献
活
動
は
、食
育

だ
け
で
は
な
い
。森
林
保
全
活
動
で
は
、山
に
木
を
植

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、将
来
的
に
海
の
魚
介
類
を
育
て

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
、海・山・川
と
自
然

は
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
参
加
者
に

伝
え
て
い
る
。

　
ま
た
、伊
丹
市
が
行
う
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画「
愛
あ
い
プ
ラ
ン
」の
一
環
で
阪
急
伊
丹
駅
前
に
保

育
所
が
開
設
さ
れ
る
に
あ
た
り
、地
元
に
根
ざ
す
企
業

と
し
て
、テ
ナ
ン
ト
区
画
の
提
供
な
ど
の
協
力
を
行
っ

　
株
式
会
社
関
西
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、家
族

だ
ん
ら
ん
で
食
事
を
す
る
こ
と
が「
食
育
」に
と
っ
て
大

切
だ
と
い
う
考
え
方
の
下
に
、「
食
」に
つ
い
て
よ
り
理

解
が
深
ま
る
よ
う
、幼
稚
園
か
ら
小
学
生
を
中
心
に
体

験
イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
る
。「
食
育
体

験
ツ
ア
ー
」は
、地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
店
舗
に
招
い

て
、体
験
型
の
食
育
学
習
を
年
間
24
回
実
施
。平
成
24

年
5
月
か
ら
は
兵
庫
県
阪
神
北
県
民
局
と
協
働
し
て

「
親
子
食
育
体
験
ツ
ア
ー
」の
取
り
組
み
も
開
始
し
て

い
る
。

　
農
作
物
の
収
穫
体
験
や
生
産
地
見
学
と
い
っ
た
イ
ベ

ン
ト
で
は
、野
菜
の
収
穫

や
魚
を
獲
る
こ
と
な
ど
を

実
際
に
体
験
し
、楽
し
い

だ
け
で
な
く
、現
場
の
苦

労
も
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、そ
の
姿

を
見
た
親
か
ら
も
好
評
を

得
て
い
る
。

食
を
守
る
、食
を
育
む
、食
を
楽
し
む

も
っ
と
楽
し
い「
食
育
活
動
」へ　

―
㈱
関
西
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
―

た
。「
ま
だ
ま
だ

保
育
所
の
数
も

少
な
い
の
で
、仕

事
に
出
る
お
母

さ
ん
を
少
し
で

も
支
援
で
き
れ

ば
と
思
う
」と
チ

ー
ム
リ
ー
ダ
ー

の
甲
斐
武
志
さ
ん
は
話
す
。

　
同
社
で
は
、最
初
か
ら
社
会
貢
献
と
し
て
取
り
組
む

の
で
は
な
く
、後
か
ら
振
り
返
っ
て
初
め
て「
こ
れ
っ
て

社
会
貢
献
だ
っ
た
の
か
」と
気
付
く
こ
と
が
多
い
。社

長
を
は
じ
め
、全
社
員
が
そ
う
い
う
こ
と
が
好
き
な
性

分
で
あ
る
そ
う
だ
。上
記
の
イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
の
企

画
は
、店
舗
で
長
年
接
客
を
行
っ
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
が

行
っ
て
い
る
。「
お
客
さ
ま
と
直
接
関
わ
る
現
場
を
知
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、力
が
入
り
ま
す
」と
甲
斐
さ
ん
は

力
強
く
話
し
て
く
れ
た
。

まちとつながる・住民とつながる！
企業・ＮＰＯの地域づくりリポート

食
へ
の
関
心
を
高
め
る
活
動

振
り
返
っ
て
み
れ
ば「
社
会
貢
献
」

株
式
会
社 

川
嶋
建
設
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地
　
兵
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「お買い物ゲーム」も、同社が取り組む楽しいイベントの一つ

株
式
会
社
関
西
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

所
在
地 

伊
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中
央
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丁
目
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0
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川や海の自然も育む森林保全活動

Personal History

い
ま
し
た
。ご
自
身
の
亡
き
後
の
娘
さ
ん

の
生
活
を
思
い
描
く
頭
の
中
に
は
、娘
さ

ん
が
笑
顔
で
、住
み
慣
れ
た
家
で
暮
ら
す

姿
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
一
日
一
日
が

と
て
も
貴
重
な
ん
や
で
」と
涙
を
浮
か
べ

な
が
ら
話
さ
れ
て
い
た
姿
が
と
て
も
力
強

く
見
え
ま
し
た
。そ
の
方
は
さ
ま
ざ
ま
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な
が
ら
、近
隣

の
方
々
に
も
見
守
ら
れ
な
が
ら
生
活
さ
れ

て
い
て
、多
様
な
支
援
の
あ
り
方
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
、ま
た
地
域
の
底
力
を
実

感
し
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
時
代
に
立
ち

上
げ
た
余
暇
さ
〜
く
る「
あ
つ
ま
ら
ん

か
！
」は
、障
害
の
あ
る
子
を
持
つ
お
母
さ

ん
の「
長
期
休
暇
中
に
家
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
に
な
る
。行
き
場
所
が
な
い
」と
い
う

声
か
ら
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
や
仲
間
と
一
緒
に
過
ご
す
こ

と
も
で
き
、自
分
の
好
き
な
時
間
を
自
由

に
過
ご
す
こ
と
も
で
き
る
場
で
す
。

　
障
害
の
あ
る
方
に
限
ら
ず
、自
分
の
役

割
が
あ
り
人
と
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
る

こ
の
よ
う
な
地
域
の
居
場
所
が
、も
っ
と

身
近
に
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。「
こ
こ

で
暮
ら
し
続
け
た
い
」と
思
え
る
地
域
づ

く
り
を
、住
民
の
方
々
と
一
緒
に
進
め
て

い
き
た
い
で
す
。

　
「
一
期
一
会
」出
会
い
を
大
切
に
し
て
、

人
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
向
き
合
い
、寄
り

添
え
る
支
援
者
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

 　
「
暮
ら
し
続
け
て
い
く
地
域
だ
か
ら
こ

そ
、〝
居
場
所
〞は
誰
に
と
っ
て
も
必
要
な
も

の
」と
の
言
葉
に
、エ
ピ
ソ
ー
ド
で
語
ら
れ

た
親
子
の
姿
が
重
な
り
ま
し
た
。ワ
ー
カ

ー
と
し
て
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
と
、地
域

づ
く
り
に
寄
せ
る
強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　　
社
協
に
入
局
し
て
、右
も
左
も
分
か
ら

な
い
私
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
の
出

会
い
で
す
。社
協
の
仕
事
に
思
い
悩
ん
で

い
た
時
、あ
る
方
の「
自
信
持
っ
て
や
り
よ
。

こ
の
地
域
の
こ
と
は
任
せ
た
で
」と
の
言

葉
に
、専
門
職
と
し
て
こ
の
地
域
に
関
わ

る
使
命
を
感
じ
ま
し
た
。担
当
エ
リ
ア
や

職
種
が
変
わ
っ
て
も
、い
つ
も
笑
顔
で
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
の
存
在
は
私
の
宝
物
で
す
。

　
数
年
前
、重
度
障
害
の
あ
る
娘
さ
ん
と

暮
ら
す
90
歳
代
の
お
母
さ
ん
か
ら
相
談
を

受
け
ま
し
た
。一
日
で
も
長
く
二
人
で
暮

ら
し
続
け
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
お
持

ち
で
、た
く
さ
ん
の
葛
藤
の
中
、体
調
と
に

ら
め
っ
こ
し
な
が
ら
日
々
生
活
を
さ
れ
て

あ
な
た
の
原
点
は
？ 

印
象
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

力
を
入
れ
た
い
活
動
は
？

取
材
を
終
え
て

このコーナーでは、県内の社協職員など“地域福祉を進める人々”の活動を取り上げながら、
ワーカーとしての想いを伝えます。

25歳

33歳

34歳

37歳

地域を駆
ける！

ワーカー物語

南あわじ市社会福祉協議会

平見 明子さん
ひ ら   み 　 あ き   こ

誰
も
が
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
え
る

居
場
所
づ
く
り
を
！

緑町社協（現、南あわじ市社協）に入局
（ボランティアコーディネーター）

地域福祉係長兼コミュニティワーカー
（みどり支部）

第2次地域福祉推進計画策定担当

相談支援事業所管理者

子どもたちとボランテ

ィアが出会い、理解し

合える居場所

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？
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問い合わせ先
兵庫県社協 総務企画部　☎078-242-4633　FAX 078-242-4153　E-mail info@hyogo-wel.or.jp

兵庫県乳児院連盟

みんなの広場

アピールしたい活動の
情報をお寄せください。

兵庫県乳児院連盟事務局
〒651-0062 神戸市中央区坂口通2-1-1兵庫県福祉センター 5階
☎078-855-5915　FAX 078-855-5916

連絡先

　「乳児院」は、いろいろな事情
があって、ご家庭で育てること
ができない、生まれて6日位か
ら就学前までのお子さんをお
預かりする施設です。「ミルクを
飲まない」「よく泣く」「離乳食
は？」といったご相談にも応じています。
　また、各市町から委託を受けて、子育て短期支援事業を実施してい
ます。この事業は保護者が疾病等の社会的な事由によって家庭におけ
る児童の養育が一時的に困難となった場合などに、施設において一時
的にお預かりする制度です。

　平成26年6月26日・27日、シーサイドホ
テル舞子ビラ神戸にて上記研修会を開催
することとなりました。今年度は地域におけ
る乳児院の役割を研さんするほか、コモン
センスペアレンティング（ほめて育てる効果
的なしつけとして、大人が身につけるプロ
グラム）について学ぶ予定にしています。

　
県
社
協
が
平
成
25
年
6
月
に
設
置
し

た
ひ
ょ
う
ご
若
年
性
認
知
症
生
活
支
援

相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、開
設
以
来
多
く
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
相

談
や
介
護
者
家
族
会
へ
の
支
援
活
動
を

通
じ
て
、若
年
性
認
知
症
の
本
人・家
族

の
多
く
が
孤
立
し
て
お
り
、特
に
経
済
的

な
問
題
に
関
す
る
情
報
が
行
き
届
い
て

い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。家
計

収
入
の
柱
で
あ
る
方
が
認
知
症
を
発
症

し
た
場
合
、仕
事
が
続
け
ら
れ
な
く
な

り
、障
害
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
制
度
を

知
ら
ず
に
経
済
的
な
負
担
を
抱
え
て
い

る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
こ
で
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
の
よ
う

な
問
題
へ
の
対
応
の
一
助
と
し
て
、『
若
年

性
認
知
症
の
方
が
使
え
る
社
会
保
険
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』を
作
成
し
た
。本
人・家
族

の
生
活
の
安
定
に
向
け
て
、ぜ
ひ
多
く
の

方
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
で

は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交
通
費
や
宿
泊
費

を
割
り
引
く「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
割
引

制
度
」（
ボ
ラ
割
）の
実
現
を
目
指
し
た
署

名
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
4
月
1
日
に
高
橋
守
雄
プ
ラ
ザ
前
所

長
代
理
が
新
た
に「
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」に
就
任
し
、同
制
度
の
実
現
に
向

け
た
要
望
活
動
や
仕
組
み
の
研
究
な
ど

を
中
心
に
な
っ
て
進
め
て
い
る
。

若
年
性
認
知
症
の
方
へ
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
！

「
ボ
ラ
割
」に
向
け
た

活
動
を
展
開
中
！

　
3
月
23
日
、東
日
本
大
震
災
と
原
発
事

故
に
よ
り
兵
庫
県
内
に
避
難
し
て
き
た

人
々
の
暮
ら
し
と
支
援
を
考
え
る
集
会

を
神
戸
市
内
で
開
催
し
た
。県
内
避
難
者

の
ほ
か
、自
治
体
や
N
P
O
等
の
支
援
団

体
、専
門
職
ら
46
人
が
参
加
し
、当
事
者

の
声
に
耳
を
傾
け
た
。

　
本
会
は
避
難
当
事
者
団
体
や
支
援
団

体
ら
で
構
成
す
る「
避
難
サ
ポ
ー
ト
ひ
ょ

う
ご
」と
協
働
し
、避
難
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
。集
会
で
は
、イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
概
要
と
と
も
に
、4
人
の
避
難

県
内
避
難
者
に
対
す
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の

報
告
会
を
開
催
！

　
3
月
19
日
、株
式
会
社
大
正
銀
行・岡

三
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
よ

り
、液
晶
テ
レ
ビ・プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の

物
品
並
び

に
現
金
を

寄
贈
・
寄

付
い
た
だ

い
た
。両

社
で
は
、

「
大
阪・兵

庫
応
援
外

国
債
券

オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ン
ド
」

の
運
用
益

の
一
部
を

寄
付
す
る
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
し
て

お
り
、今
年
度
で
3
回
目
。「
ス
ト
ッ
プ・ザ・

無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
普

及・啓
発
の
た
め
の
資
材
と
し
て
活
用
し

て
い
く
予
定
だ
。

 　
3
月
20
日
、ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
神
戸
株
式

会
社
よ
り
、県
内
お
よ
び
神
戸
市
内
の
高

齢
者
福
祉
施
設
に
ヘッ
ド
レ
ス
ト
付
車
椅

子
計
4
0
0
台
が
贈
ら
れ
た
。

　
当
日
は
、寄
贈
先
の
県
老
人
福
祉
事
業

副
会
長
の
選
任
に
つ
い
て

本
会
副
会
長
の
今
井
鎮
雄
氏
の
退
任

に
伴
い
、中
村
三
郎
理
事（
神
戸
市
社

会
福
祉
協
議
会
理
事
長
）が
4
月
1

日
付
で
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

地域における子育てを支援！ こんな取り組みをしています

当
事
者
か
ら
暮
ら
し
の
現
状
が
報
告
さ

れ
た
。

　
当
事
者
か
ら
は
、「
公
営
住
宅
か
ら
出

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
が
恐
怖
。家
賃
が

発
生
し
た
と
し
て
も
追
い
出
さ
な
い
で
ほ

し
い
。〝
子
ど
も
ら
し
く
育
っ
て
い
け
る
環

境
〞を
、子
ど
も
か
ら
奪
い
た
く
な
い
」

「『
家
族
避
難
』『
母
子
避
難
』で
く
く
ら

ず
、一
人
の
人
間
と
し
て
話
を
聞
い
て
、受

け
止
め
て
ほ
し
い
」と
い
う
訴
え
が
出
さ

れ
た
。

　
県
内
の
避
難
者
は
9
2
2
人（
平
成
26

年
2
月
現
在
）。一
人
一
人
千
差
万
別
な

避
難
生
活
の
現
実
を
知
る
こ
と
が
、今
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　県内避難者12人へのイン
タビューの結果を掲載。「当た
り前の暮らし」を取り戻す日々
がいまだに続く避難者の声を、
一人でも多くの県民に知って
いただきたい。

近畿乳児福祉協議会
兵庫大会を開催！

寄
付・寄
贈
の
お
礼

協
会
、神
戸
市
老
人
福
祉
施
設
連
盟
に
目

録
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
3
月
27
日
、株
式
会
社
ツ
ル
ハ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス・ク
ラ
シ
エ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社
よ
り
、本
会
に
車
椅
子
5
台

と
介
護
用
杖
1
0
0
本
が
寄
贈
さ
れ
た
。

両
社
で
は
、ツ
ル
ハ
グ
ル
ー
プ
店
舗
の
売

上
の
一
部
で

購
入
し
た
車

椅
子
の
寄
贈

を
続
け
て
い

る
。寄
贈
物

品
は
、市
町

社
協
や
県
内

の
高
齢
者
施

設
で
活
用
さ

れ
る
。

職種別研修会（近畿乳児福祉協議会）の様子

研修を通じて職員の資質を高める
（第62回全国乳児院協議会の様子）

【問い合わせ】
兵庫県社会福祉協議会
地域福祉部☎078-242-4634

『兵庫県内避難者の声～ともに一市民として
当たり前の暮らしができるために～』を
発行しました

冊子をご希望の方は、
同センター（☎078-
242-0601）まで

 
「全国のネットワークを生かして
取り組みたい」と抱負を語る高橋
アドバイザー
「ボラ割」の詳細は、プラザホームページ
（http://www.hyogo-vplaza.jp/）
よりご確認ください！

ひょうごの福祉
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兵庫県社協の会員からの情報発信コーナーです

N OW
ひょうごの福祉

県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。N OW



I N F O R M A T I O N・ 伝言板

助成金情報 全な心を育てる交流ボランティア活動
助成額　1件上限10万円（特に内容が優れて
いる場合は20万円限度で助成）

締切り　平成26年5月30日（金）必着
●問●申公益財団法人 大同生命厚生事業団 事務局
　TEL06-6447-7101
URL　http://www.daido-life-welfare.or.jp/
 
公益財団法人みずほ教育福祉財団
配食用小型電気自動車寄贈事業
対象　原則週1回以上の配食活動を行ってい
るボランティアグループなど　※社会福祉
協議会または全国老人給食協力会の推薦
が必要

助成額　1台上限100万円（11台分を予定）
締切り　平成26年6月13日（金）消印有効
●問●申公益財団法人みずほ教育福祉財団
TEL03-3596-4532

URL　http://www.mizuho-ewf.or.jp/

ひょうごユニバーサル社会づくり賞
対象　ユニバーサル社会づくりの見本となる
率先した活動を行っており、県内に在住ま
たは活動の拠点を置く個人、団体、企業

締切り　平成26年5月30日（金）
●問●申兵庫県健康福祉部障害福祉局障害者支援課 
TEL078-362-4379

URL　http://web.pref.hyogo.lg.jp/
kf10/universal/shakaidukuri.html

平成26年度福祉の就職総合フェア
福祉の就職説明会（予定）
平成26年度は下記の日程により開催します。
①第1回福祉の就職総合フェア in HYOGO
平成26年7月6日（日）
（神戸国際展示場 3号館）
②福祉の就職説明会AUTUMN in HYOGO
【尼崎会場】平成26年10月23日（木）
（尼崎市総合文化センター）
【明石会場】平成26年10月31日（金）
（明石市立産業交流センター）
【姫路会場】平成26年11月9日（日）
（姫路商工会議所）
③第2回福祉の就職総合フェア in HYOGO
平成27年3月4日（水）
（神戸サンボーホール）
●問兵庫県福祉人材センター
 TEL078-271-3881

URL　http://www.hyogo-wel.or.jp/

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細
は、それぞれの問い合わせ先にご確認ください。

被災地交流励ましボランティア活動
助成事業
東日本大震災の被災者を励まし交流するボラン
ティア活動に要する経費の一部を助成します。
対象　県内の地縁団体、市区町社会福祉協議
会等の公共的団体および県内を活動エリアと
するNPO、ボランティアグループ等

申請条件　被災地で行うボランティア活動で、
参加者が10人以上などの条件を満たすこと

助成対象経費　バス等借上料
助成額　1日1台あたり5万円（定額）、上限20万円
締切り　1期：平成26年7月31日（木）
●問●申ひょうごボランタリープラザ
TEL078-360-8845

URL　 https://www.hyogo-vplaza.jp/

兵庫県共同募金会 社会福祉関係団体・
ボランティア団体・NPO支援事業
対象　県内に所在し、社会福祉事業、更生保護
事業を行う団体、または県域・複数市区町域
で活動を行うボランティア団体・特定非営利
活動法人で1年以上の継続的、組織的活動実
績があること

助成額　1団体上限30万円（総額500万円）
締切り　平成26年5月16日（金）消印有効
●問●申社会福祉法人 兵庫県共同募金会
TEL078-242-4624

URL　http://www.akaihane-hyogo.or.jp/

第37回「24時間テレビ」福祉車両寄贈
内容・対象　①リフト付きバス・スロープ付き軽
自動車・福祉サポート車：社会福祉法人、社会
福祉協議会、NPO法人、社団法人・財団法人、
ボランティア団体など（営利を目的とする企業・
団体は申込不可）②訪問入浴車：上記団体で
介護保険制度の入浴事業認定団体③電動
車いす：上記団体ならびに個人

締切り　平成26年5月20日（火）必着
●問●申日本テレビ「24時間テレビ」福祉車両係　
TEL06-6947-2844

URL　http://www.24hourtv.or.jp/

地域保健福祉研究助成 サラリーマン
（ウーマン）ボランティア活動助成
対象　社会福祉の推進に役立つボランティア
活動を行っている、または行おうとするサラ
リーマン（ウーマン）の個人もしくはグループ
対象活動　高齢者福祉・障害者福祉に関する
ボランティア活動、こども（高校生まで）の健
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5月

6月

7日

12日

13・14日

～22日

24日

26日

28日

29日

3日～
7月4日

3日

5日

9日

12日

16日

19・20日

26・27日

30日

行事予定
新任リーダー研修Ａコース◆県社
会福祉研修所
兵庫県経営協第３４回総会・記念
講演会◆ＡＮＡクラウンプラザホ
テル神戸
社協新任局長・職員研修◆県福
祉センター
介護支援専門員実務研修（後期）
◆県社会福祉研修所
兵庫県宅老所・グループホーム・
グループハウス連絡会 総会
◆県福祉センター
新任リーダー研修Ｂコース◆県
社会福祉研修所
老人福祉施設新任職員研修Ａコ
ース◆県社会福祉研修所
県社協 第２３４回理事会・第１８０
回評議員会◆県福祉センター
障害福祉施設新任職員研修Ａコ
ース◆県社会福祉研修所
介護支援専門員専門研修課程Ⅰ・
更新研修Ａ（前期）◆県社会福祉
研修所ほか
児童福祉施設新任職員研修◆県
社会福祉研修所
老人福祉施設新任職員研修Ｂコ
ース◆県社会福祉研修所
保育所新任保育士研修Ａコース
◆県社会福祉研修所
兵庫県地域包括・在宅介護支援
センター協議会 総会◆県福祉
センター
老人福祉施設新任職員研修Ｃコ
ース◆県社会福祉研修所
障害福祉施設新任職員研修Ｂコ
ース◆県社会福祉研修所
社会福祉援助基礎研修Ａコース
◆県社会福祉研修所
近畿乳児福祉協議会兵庫大会
◆シーサイドホテル舞子ビラ神戸
保育所新任保育士研修Ｂコース
◆県社会福祉研修所

県社協役職員異動
平成26年5月1日付
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認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉
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天野商事株式会社
●天野チェーン発売元

●アマノドラッグチェーン他 

● 医薬用・食品・工業用酵素剤の製造販売

〒541-0059
大阪市中央区博労町2-6-7池田ビル9F
TEL（06）6251-0990

天野エンザイム株式会社

株式会社アマノ株式会社
あまの創健
●医薬品・計量器具・健康増進器材の販売
●栄養・運動等のコンサル業務
●健康管理事業の企画、実施
●工業薬品・脱臭剤の販売

AMANO GROUP

募　集募　集

研修・イベント

健康管理・健康管理用品・環境衛生

地域福祉部権利擁護センター 主任　戸田 美絵

この機関紙は赤い羽根
共同募金配分金により
発行しています。

この機関紙は赤い羽根
共同募金配分金により
発行しています。 相生市

特集
制度の谷間にある人々への支援を考える
ー「総合相談・生活支援の手引き」の内容からー

P2

P6

P7

P8

P9

P10

P11

P12

女性のみの
巡回型健診

家庭用常備
薬品等の斡旋

リポート

メーション

「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ！全県キャンペーン

みんなでつくるひょうごの福祉

仲間・地域のつながりから笑顔の子育てを
～ふたご交流会「ツインラビット」
の活動から～
まちとつながる・住民とつながる！ 企業・NPOの地域づくりリポート

食を守る、食を育む、食を楽しむ
もっと楽しい「食育活動」へ
―（株）関西スーパーマーケット―
地域を駆ける！ ワーカー物語

誰もが暮らし続けたいと思える
居場所づくりを！
南あわじ市社会福祉協議会
平見 明子さん
ひょうごの福祉NOW

みんなの広場

インフォメーション

5月5～11日は
「児童福祉週間」だよ！
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